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理
事
会
・
評
議
員
会

　

第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
（
５
月
30
日
）

　

第
二
回
理
事
会
（
２
月
５
日
）

研
究
大
会

　

・
上
越
地
区
・
妙
高
大
会

　
（
８
月
19
日
・
妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル
他　

約
510
名
参
加
）

　

・
中
越
地
区
・
長
岡
東
大
会

　
（
11
月
11
日
・
中
之
島
中
央
小
学
校　

約
280
名
参
加
）

　

・
下
越
地
区
・
村
上
・
岩
船
大
会

　
（
11
月
28
日
・
村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
他

�

　

約
250
名
参
加
）

研
究
部
研
修
会

　

・
知
的
障
害
部

　
（
８
月
４
日　

白
根
学
習
館�

250
名
参
加
）

　

・
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　
（
７
月
30
日　

中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

385
名
参
加
）

　

・
言
語
・
難
聴
部

　
（
７
月
28
日　

長
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー　

95
名
参
加
）

　

・
肢
体
不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部

　
（
７
月
29
日　

見
附
市
立
今
町
小
学
校　

43
名
参
加
）

全
特
連
関
係

　

・
関
ブ
ロ
千
葉
大
会　

�

提
案
者
２
名
、
司
会
者
２
名
派
遣

　
（
８
月
８
日　

千
葉
市
民
会
館
他
）

　
・
全
国
大
会
宮
崎
大
会　

会
長
派
遣（
10
月
30
・
31
日
）

平
成
28
年
度
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
関
係

　

・
第
１
回
関
ブ
ロ
実
行
委
員
会　
（
12
月
11
日
）

　

・
第
２
回
関
ブ
ロ
実
行
委
員
会　
（
２
月
５
日
）

会
報

　

・
会
報
109
号
発
行
（
７
月
）

　

・
会
報
110
号
発
行
（
２
月
）

26
年
度
　
主
な
事
業
報
告

　
「
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
た
途
切
れ
な
い
支
援

の
在
り
方
」（
上
越
地
区
）、「
人
と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
、

豊
か
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
も
う
」（
中
越
地
区
）、「
多

様
な
学
び
の
場
で
、
共
に
学
ぶ
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
目
指
し
て
」（
下
越
地
区
）、
こ
れ
は
、
今
年
度
行
わ

れ
ま
し
た
各
地
区
で
の
研
究
大
会
の
大
会
主
題
で
す
。

　

今
年
の
四
月
、
新
潟
県
及
び
新
潟
県
教
育
委
員
会
か

ら
、「
個
を
伸
ば
す
教
育
」
を
基
本
理
念
と
し
、「
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
胸
に
、
粘
り
強
く
挑
戦
し
未

来
を
切
り
拓
く
、
た
く
ま
し
い
ひ
と
づ
く
り
」
を
今
後

目
指
す
ひ
と
づ
く
り
の
姿
と
し
た
「
新
潟
県
教
育
振
興

基
本
計
画
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い

ま
す
基
本
方
針
の
中
に
「
学
ぶ
意
欲
を
高
め
確
か
な
学

力
等
を
育
成
す
る
教
育
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の

六
番
目
に
「
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特

別
支
援
教
育
の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
指
す
も

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

副
会
長　

熊
木
　
泰
広

　
特
別
支
援
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
を
　
　

の
と
し
て
「
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
も
て
る
力
を
高
め
、

学
習
上
ま
た
は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
し
、
自
立
と
社

会
参
加
を
一
層
進
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
適
切
な

指
導
や
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
全
て
の
教
職
員
が
特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
指
導
力
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
人
々
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
共

生
社
会
形
成
の
基
礎
で
あ
る
特
別
支
援
教
育
は
、
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
、
通
常
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の

教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
て
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
有

効
な
も
の
と
言
え
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
の
理
念
を
学

校
経
営
の
中
核
に
据
え
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
る

小
・
中
学
校
も
あ
り
ま
す
。
全
県
で
特
別
支
援
教
育
担

当
教
員
が
千
三
百
人
を
超
え
る
中
、
通
常
学
級
担
任
も

発
達
障
害
等
に
対
す
る
指
導
力
の
向
上
が
県
教
育
委
員

会
の
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
各
地
区
で
の
研
究
大
会

は
、
そ
の
理
念
、
目
的
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
そ
の
成
果
が
現
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
関
東
甲
信
越
地
区
特
別
支

援
教
育
研
究
協
議
会
新
潟
大
会
が
朱
鷺
メ
ッ
セ
を
主
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
当
研
究
会
の
主
た
る
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
で
得
た
も
の
や
、
来
年

度
の
各
地
区
で
の
研
究
会
、
各
研
究
部
の
研
究
会
等
を

よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
し
、
そ
の
成
果
を
関
東
甲
信
越

地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
協
議
会
新
潟
大
会
に
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
結
び
つ
け
る
か
が
、
今
後
の
私

た
ち
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
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上
越
地
区
・
妙
高
大
会

中
越
地
区
・
長
岡
東
大
会

下
越
地
区
・
村
上
・
関
川
大
会

　
「
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
た
途
切
れ
の
な

い
支
援
の
在
り
方
」
を
大
会
主
題
に
、
分
科
会
と

全
体
会
を
行
い
ま
し
た
。
幼
、
保
、
小
、
中
、
特

別
支
援
学
校
、
高
等
学
校
の
教
職
員
や
保
護
者
、

地
域
住
民
、
福
祉
関
係
者
な
ど
五
百
名
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
参
会
者
が
語
り
合

え
る
よ
う
に
分
科
会
運
営
を
工
夫
し
、
六
、
七
人

の
小
グ
ル
ー
プ
協
議
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

　

六
つ
の
各
分
科
会
で
は
、「
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
ま
ず
、
話
題
提
供
者
に
よ
る
園
・
校

内
外
の
連
携
に
か
か
わ
る
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
質
疑
応
答
の
後
、
小
グ
ル
ー
プ
協
議
に
入

り
、
発
表
内
容
に
関
す
る
こ
と
や
実
践
上
の
悩
み

や
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
分
科
会
指
導
者
か
ら
、
国

や
行
政
の
動
き
、
参
考
事
例
な
ど
を
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
く
全
体
会
の
全
体
指
導
で
は
、
県
教
育
庁
義

務
教
育
課
特
別
支
援
教
育
推
進
室
指
導
主
事
の
長

谷
川
紘
様
か
ら
、「
新
潟
県
に
お
け
る
特
別
支
援

教
育
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、｢

整
備
と
支

援｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
都
日
野

市
立
日
野
第
三
小
学
校
長

の
京
極
澄
子
様
か
ら
、「
授

業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
」
と
い
う
演
題
で

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
つ
ま

ず
き
や
困
り
感
に
対
応
し

た「
ひ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

に
つ
い
て
、
豊
富
な
事
例
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、「
教
科
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
の

授
業
の
工
夫
を
」
と
強
調
さ
れ
、
や
や
も
す
る
と

方
法
論
に
傾
き
が
ち
な
中
、｢

授
業
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化｣

の
根
幹
を
考
え
る
こ
と
の
重

要
性
を
示
唆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
地
区
で
も
、

｢

授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化｣

に
取
り
組

む
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
実
践
の
参

考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

�

　
（
事
務
局　

妙
高
市
立
新
井
中
央
小
学
校
）

　

晩
秋
の
日
差
し
が
弾
け
る
青
空
の
下
、「
あ
の

子
の
成
長
を
支
え
る
た
め
に
学
び
た
い
。」と
す
る
、

三
〇
〇
名
に
迫
る
方
々
の
参
加
を
得
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
し
、子
ど
も
の

成
長
に
沿
っ
て
、幼
保
小
の
連
携
か
ら
就
労
支
援
に

至
る
ま
で
の
取
組
を
つ
な
い
で
い
く
も
の
と
し
て

設
定
し
ま
し
た
。①
幼
保
小
連
携
②
授
業
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
④
中
学
校
進
路
指
導
⑤
通
級
指
導
⑥
高
等

部
進
路
指
導
⑦
総
合
支
援
室
に
よ
る
移
行
支
援
。

　

い
ず
れ
の
分
科
会
で
も
心

血
を
注
い
だ
第
一
級
の
提
案

が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
参
会
者
の
日
頃
の
取

組
に
基
づ
く
率
直
な
意
見
交

換
が
活
発
に
展
開
し
ま
す
。

そ
し
て
、
識
見
に
裏
打
ち
さ

れ
た
指
導
に
よ
る
意
味
付
け
、

方
向
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
分
科
会
に
対
す
る
肯

定
的
な
評
定
が
九
七
％（
四
段
階
最
上
位「
よ
い
」

は
五
七
％
）
で
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
義
務
教
育
課
内
山
徹
指
導
主
事

に
全
体
指
導
を
お
願
い
し
、「
本
県
の
特
別
支
援

教
育
の
現
状
と
課
題
」
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
会
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
日
常
実
践

を
県
の
課
題
に
位
置
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
お
話
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
拉
致
被
害
者
で
あ
る
新
潟
産
業
大
学

准
教
授
蓮
池
薫
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
演
題

は
「
夢
と
絆
～
翻
弄
さ
れ
た
反
省
を
振
り
返
っ
て

～
」。苛
酷
な
経
験
を
と
お
し
て
、

困
難
を
希
望
に
置
き
換
え
て
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
語

る
氏
の
言
葉
に
、聴
衆
は
一
体
感

を
も
っ
て
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
る

ヒ
ン
ト
は
、
そ
の
子
の
具
体
的

な
行
動
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

共
有
し
て
、
途
切
れ
な
い
支
援
と
学
び
の
連
続
性

を
確
保
し
よ
う
と
、
意
を
強
く
す
る
大
会
で
し
た
。

�

（
事
務
局　

長
岡
市
立
中
之
島
中
央
小
学
校
）

　

大
会
主
題
「
多
様
な
学
び
の
場
で
、
共
に
学
ぶ

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」
の
下
、
全

体
会
（
全
体
指
導
）
と
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
内
外
か
ら
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
教
職

員
、
保
護
者
、
各
種
関
係
機
関
等
か
ら
二
百
五
十

名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
体
指
導
で
は
県
義
務
教
育
課
特
別
支
援
教
育

推
進
室
指
導
主
事
、
山
田
澄
人
様
か
ら
「
本
県
の
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祝 
全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
功
労
者
表
彰

　
毛
　
利
　
隆
　
二
　
様

　
　
（
前
会
長
・
前
新
潟
市
立
鏡
淵
小
学
校
長
）

　

長
年
に
わ
た
り
当
県
の
特
別
支
援
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
ブ
ロ
・
千
葉
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
魚
沼
市
立
北
辰
小
学
校

�

笹
岡
る
り
子

　

８
月
８
日
、
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
た
関
東
甲
信

越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
当
日
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
竹
田
契
一
先
生
の
ご
講
演
に
引
き

込
ま
れ
午
後
は
い
よ
い
よ
分
科
会
で
す
。
私
は
『
通

常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援・授
業
改
善（
小
学
校
）』

分
科
会
で
、
提
案
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
通
級
担
当
の
立
場
か
ら
の
提
案
で
、
参
会
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
う
の
か
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
が
、
時
々
頷
き
な
が
ら
聴
い
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
の
顔
を
見
て
い
る
う
ち
、
徐
々
に
緊
張
も
解

け
て
、
無
事
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

司
会
の
南
魚
沼
市
立
塩
沢
小
学
校
堀
口
生
雄

先
生
の
巧
み
な
リ
ー
ド
の
お
陰
で
、
質
問
や
実
践

紹
介
の
や
り
取
り
を
す
る
う
ち
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
了
時
刻
に
な
り
ま
し
た
。
校
内
の
支
援
体
制

や
、具
体
的
な
支
援
方
法
、保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
、

抱
え
る
悩
み
は
皆
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
目
の
前
の

子
ど
も
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
仲
間
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
感
じ
、
力
が
湧
い
て
く
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

　

千
葉
大
会
の
経
験
で
得
た
も
の
を
、
今
後
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て

具
体
的
な
資
料
を
基
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
分
科
会
に
つ
な
が
る
示
唆
に
富
ん
だ
ご
指

導
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
「
校
内
支
援
体
制
づ
く
り
」「
小
学
校

特
別
支
援
学
級
で
の
支
援
」「
中
学
校
特
別
支
援
学

級
で
の
支
援
」「
通
常
学
級
で
の
支
援
」「
通
級
指
導

教
室
で
の
支
援
」「
家
庭
・
地
域
で
の
支
援
」
の
六
つ

で
構
成
し
、
協
議
題
を
絞
っ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
特
色
は
、
各
分
科

会
の
発
表
者
を
一
名
に
絞
り
、

参
会
者
に
よ
る
協
議
の
時
間
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
分
科
会

単
位
で
指
導
者
の
ご
指
導
の
も

と
、
分
科
会
関
係
者
に
よ
る
打

合
会
を
二
度
行
い
、
協
議
題
や

協
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
た
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
各
分
科
会
と
も
活
発
な
協
議
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
、
指
導
者
の
方
か
ら
的
確
な
ご
指
導

を
頂
き
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
教
職
員
の
方
か
ら
は
「
日

頃
の
困
り
ご
と
の
話
題
が
出
せ
、
多
く
の
学
校
の

方
々
か
ら
意
見
が
聞
け
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。」

や
、
保
護
者
の
方
か
ら
は
「
将
来
的
な
見
通
し
と

今
か
ら
で
き
る
こ
と
等
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」
な
ど
九
十
％
を
越
え
る
肯
定
的
な
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
的
を
射
た
ご
指
導
と
参
会
者
の
主
体

的
な
参
加
に
よ
り
、
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
向
け
た
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

�
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新
発
田
市
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本
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中
学
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 全特連 

報告 
全特連
　報告

　
関
ブ
ロ
・
千
葉
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
市
立
越
路
小
学
校

�

藤
塚　

仁
志

　

平
成
26
年
度
関
ブ
ロ
千
葉
大
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
10
分
科
会
「
教
科
の

指
導
（
国
語
、
算
数
・
数
学
）」
は
参
加
人
数
が

多
く
、
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
教
科
指
導
は
、
学

年
や
教
育
課
程
の
違
い
か
ら
、
個
別
の
プ
リ
ン
ト

学
習
に
な
り
が
ち
で
す
。
集
団
の
中
で
ど
の
よ
う

に
個
に
応
じ
た
学
力
を
身
に
付
け
て
い
け
る
か

を
課
題
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
全
員
が
参

加
で
き
、
な
お
か
つ
国
語
的
な
力
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
「
劇
遊
び
」
を
単
元
と
し
て
組
織

し
ま
し
た
。「
劇
遊
び
」
と
い
う
と
、
生
活
単
元

学
習
的
な
内
容
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
分

科
会
の
中
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
、

役
割
演
技
の
大
切
さ
の
話
題
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
の
英
語
教
育
の
視
点
か
ら
、
劇

遊
び
の
中
で
の
英
語
指
導
の
話
題
が
あ
が
り
ま

し
た
。
思
わ
ぬ
視
点
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
、
自

分
の
知
見
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

個
々
の
学
力
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、
個
別
の

学
習
は
必
要
で
す
。
し
か
し
進
学
・
就
労
を
考
え
、

集
団
の
中
で
ど
の
よ
う
に
自
分
の
力
を
発
揮
し

て
い
け
る
の
か
、
集
団
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
け
る
の
か
と
い
う
方
略
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
教
科
指
導
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

提
案
者

全特連関ブロ・千葉大会（県内派遣：提案者２名：司会者２名：本部役員４名）
　　　　　「通常の学級に在籍する児童への支援」～居心地のよい環境づくりを中心に～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南魚沼市立北辰小学校　　笹岡るり子　教諭
　　　　　「学級集団として取り組む国語科の指導」～劇遊びを通して関わり合う姿をつくる～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡市立寺泊小学校　　　藤塚　仁志　教諭
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26年度各研修部の研修の成果
知
的
障
害
部

　
「
天
使
が
こ
の
世
に
降
り
立
て
ば
～
ダ
ウ
ン
症
の

娘
と
共
に
生
き
て
」
の
演
題
で
、
現
在
大
活
躍
さ
れ

て
い
る
書
家
の
金
澤
翔
子
さ
ん
の
お
母
様
で
あ
る
、

書
家
の
金
澤
泰
子
様
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
ダ

ウ
ン
症
と
し
て
生
ま
れ
た
翔
子
さ
ん
を
育
て
る
中
で

の
悩
み
や
葛
藤
、
純
粋
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

子
育
て
の
喜
び
も
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
二

十
歳
で
個
展
を
開
く
夢
を
叶
え
た
こ
と
、
精
力
的
に

全
国
で
個
展
や
席
上
揮
毫
、
講
演
会
を
開
催
し
て
い

る
こ
と
、
先
に
旅
立
つ
親
と
し
て
翔
子
さ
ん
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
な
ど
、
一
時
間
ほ
ど
お
話
く
だ
さ
っ

た
。
後
半
は
、
同
行
し
た
翔
子
さ
ん
が
大
好
き
な
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
と
ダ
ン

ス
を
披
露
し
、
拍
手
喝
采
だ
っ
た
。
二
百
五
十
名
の

参
加
者
か
ら
の
協
力
金
は
、
謝
礼
の
一
部
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
課
程
教
授
で
小
児

科
専
門
医
の
成
田
奈
緒
子
様
よ
り
『
医
学
・
脳
科
学

か
ら
「
キ
レ
る
子
」「
我
慢
で
き
な
い
子
」
等
を
考

え
る
』
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

睡
眠
等
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
セ
ロ
ト

ニ
ン
神
経
が
鍛
え
ら
れ
、
子
ど
も
の
攻
撃
性
の
裏
に

あ
る
不
安
の
解
消
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
成
田
先
生
が
行
っ
て
い
る
親
支
援

事
業
か
ら
、
子
ど
も
や
保
護
者
と
の
関
わ
り
の
中
で

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
声
が
け
を
す
る
な
ど
「
ハ

ッ
ピ
ー
サ
イ
ク
ル
」
を
意
識
し
た
支
援
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

教
師
と
し
て
問
題
行
動
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
十

分
に
把
握
し
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て
指
導
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
有

意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

言
語
・
難
聴
部

　

九
州
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
で
、
吃
音
当
事

者
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
菊
池
良
和
様
よ
り
、「
吃
音

支
援
の
在
り
方
～
吃
音
ド
ク
タ
ー
か
ら
学
ぶ『
吃
音
』

の
正
し
い
最
新
知
識
と
対
応
～
」
の
演
題
で
、
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
中
で
、
吃
音
へ
の
間
違
っ
た
考
え
方
を
払
拭

し
、
科
学
的
な
根
拠
を
知
る
こ
と
や
将
来
起
こ
り
得

る
困
り
感
に
対
す
る
予
防
策
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
で
の
吃
音
の
か
ら

か
い
（
真
似
・
笑
い
）
を
止
め
さ
せ
、
本
人
は
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
習
得
し
自
分
で
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
で
き
る
と
吃
音
は
落
ち
着
く
と
い
う
、
新
し
い
考

え
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
年
度
は
、
中
越
地
区
開
催
で
、
会
員
、
保
護
者
、

療
育
担
当
者
も
参
加
し
、
ご
講
演
・
質
疑
応
答
と
有

意
義
な
研
修
内
容
で
あ
っ
た
。

肢
体
不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部

　

第
一
部
で
は
、
二
〇
一
四
年
冬
期
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ソ
チ
大
会
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
日
本
代
表

選
手
で
あ
る
出
来
島
桃
子
様
よ
り
講
演
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
大
会
で
使
用
し
た
ス
キ
ー
や
練
習
の
映
像

な
ど
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
い
た
だ
き
、
実
感
を
も
っ

て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
ハ
ン
デ
ィ
を
プ
ラ

ス
に
受
け
止
め
、
ス
キ
ー
の
練
習
に
前
向
き
に
取
り

組
む
姿
に
、
出
来
島
選
手
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
講
演

だ
っ
た
。「
そ
の
時
に
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や

る
。」
と
い
う
生
き
方
に
感
動
し
た
、
と
参
加
者
か

ら
の
感
想
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
担
当
者
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
各

校
の
課
題
や
工
夫
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
て
大
変

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

編
集
後
記

　

県
特
支
研
だ
よ
り

№
「
110
号
」
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
お

忙
し
い
中
、
多
く
の

皆
様
か
ら
、
玉
稿
を

賜
わ
り
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
が
新
潟
県
の
特

別
支
援
教
育
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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